
　（様式１） 令和 4 年度

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2779500673 安心、安全はもちろん、介護士をはじめホームスタッフが心を込めてサポート。また、プロの料理人達が腕を
振るう食事をご提供するなど、私たちは利用者様にその人らしい豊かな人生を送っていただけるよう充実し
たおもてなしを心掛けています。法人名 ジャパンケアネットサービス 株式会社

事業所名 グループホーム・ミズナス（海側）　【外部評価結果は２ユニット総合評価結果である】

所在地 大阪府阪南市鳥取475-1

自己評価作成日 令和4年10月31日 評価結果市町村受理日 令和4年11月29日

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2779500673-00&ServiceCd=320 利用者個々の生活慣習を大切にし、施設予定での生活パターンにあてはめることなく、従前に近い生活パタ
ーンが持続できるよう、日常の生活リズムも利用者主体のタイムスケジュールでの支援提供に努められてい
ます。コロナ禍の制限下において、様々な制限がある中、利用者のみを少しでも充実させるため、従前より
力を入れている食事の内容の展開と拡充に注力されています。メニュー内容も利用者自身が楽しめる、外食
感覚の食事メニューを拡充されており、陶器の食器にこだわることによって、視覚的にも感覚的にも利用者
が大変楽しみにされており、積極的に食事を取る動機にも繋げられています。地域との関わりを大切にされ
ており、行事やイベントには地域のボランティア活用が積極的に行われていましたが、制限下において従前
通りの実施が困難な状況です。制限解除に伴い可能な事からの地域交流再開を計画されています。

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名 一般社団法人ぱ・まる

所在地 堺市堺区三宝町二丁131番地２

訪問調査日 令和4年11月23日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

○ 1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聴いており、信頼関係ができてい
る
（参考項目：9,10,19）　

○ 1. ほぼ全ての家族と　
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと　
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと　
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

○ 1. 毎日ある　

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある　 2. 数日に1回程度
3. たまにある　 3. たまに
4. ほとんどない ○ 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

○ 1. ほぼ全ての利用者が　

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが　 ○ 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

○ 1. ほぼ全ての利用者が　

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

○ 1. ほぼ全ての職員が　
2. 利用者の２/３くらいが　 2. 職員の２/３くらいが　
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が　

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足
していると思う

○ 1. ほぼ全ての利用者が　
2. 利用者の２/３くらいが　 2. 利用者の２/３くらいが　
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

○ 4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

○ 1. ほぼ全ての利用者が　

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

○ 1. ほぼ全ての家族等が　
2. 利用者の２/３くらいが　 2. 家族等の２/３くらいが　
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが　
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な
支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

○ 1. ほぼ全ての利用者が　
2. 利用者の２/３くらいが　 【外部評価結果は２ユニット総合評価結果である】
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕
自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

「介護を受ける人々の権利を尊重」「病める人々に安らぎ
の場を提供しつつ最適な介護を実施」「チーム介護」「地
域の人々に選ばれる事業所となることを目指す」「健全な
経営基盤を確立する」を主とした事業所理念を掲げ大きく
印刷し、その理念証を誰にでも見やすいように事業所の
出入り口に飾ることで共有を図り、職員全員が常に心掛
けながら利用者様の個々に応じたケアを努めている。最
近、外国人労働者も入社したので誰にでもわかりやすい
ような理念も作ろうと話し合いしている。

法人理念に基づいた、利用者個々の権利を尊重し、尊厳
を損ねないように、言葉がけや接し方には特に留意し、職
員間相互チェックにより実効性が向上するように努められ
ています。法人の理念を踏まえた、グループホーム独自
の理念を現在検討されており、職員誰もがわかりやすく実
行しやすい内容を目指されています。

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

コロナウイルス感染感染拡大防止の為、ほとんど地域の
方との交流がなかったが少し落ち着けば以前のようにボ
ランティアの方に来ていただいたり実習生の受け入れ地
域のふれあい喫茶などに参加し地域の方と少しでも交流
の場を作りたいと思っている。

コロナ禍の制限下において、従前のような繋がりや交流
は困難になっていますが、従前は地域のボランティアを積
極的に活用し、地域のイベント等にも利用者と共に参加さ
れていました。制限解除に伴い、可能な事から再開を検
討され、また、コロナ禍でも出来る事の検討も行われてい
ます。

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
コロナウイルス感染感染拡大防止の為、ほとんど地域の
方との交流がなかったが少し落ち着けば以前のように運
営推進会議を通して来てくださった地域の方々に対して、
支援の方法などを説明し理解を得れるように取り組む予
定です。

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている　

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

現在はコロナウイルス感染拡大防止の為、議事録の提出
のみになっているが再開した際は、ご家族さまや地域住
民、市職員、地域包括支援センター職員に参加していた
だき施設内の事や地域の情報などあらゆる議題を取り上
げサービス向上に活かしたいと思っている。

市の方針に従い、書面による情報提供を主体とした開催
が継続されています。従前は、行政や地域包括支援セン
ター、地域の方々や利用者家族等による参加があり、制
限解除に伴って活発な意見交流の場となるよう、開催内
容含めて検討されています。

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見をサ
ービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

利用されている方の介護認定更新手続きの際や業務連
絡、わからないことがあれば些細なことでも市役所の担当
者や地域密着型担当者の方に質問するなどして協力いた
だいている。

制度面等については、行政窓口との情報交換を主体にさ
れています。地域包括支援センターとも情報共有が継続
されており、従前は地域イベントや福祉イベントを協働さ
れるなど、地域に根ざした活動展開が行われていました。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

身体拘束は身体だけでなく言葉の暴力も含まれるため、
毎日のミーティングやその場で職員間の言葉は注意し合
っている。職員の疲労など感じたときは管理者へ報告しシ
フトへの配慮や話の場を設けている。

年３回の職員研修が行われており、言葉による拘束等も
含めて検討されています。日々の支援の中では、職員相
互チェックによる拘束や虐待に繋がりかねない言動に配
慮されており、利用者の尊厳を大切にした支援の提供が
心がけられています。

代表者および全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

利用されている契約者様、職員全員に了解を得た上で施
設内に監視カメラを設置し、定期的に確認することにより
虐待が見過ごされないように注意を払い、虐待防止への
抑止、防止に努めている。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

成年後見人制度の研修等を受けた管理者が相談窓口と
なり、必要な方の相談に応じている。

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち
、個々の必要性を関係者と話し合い、それ
らを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約時には契約される方にあらかじめ十分な時間を用意
して頂き、契約書の読み合わせを行い理解していただい
ている。契約前にできること、できない事は曖昧にせずし
っかり説明を行うように努めている。

契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

事務所玄関に第三者委員会の氏名や連絡先を掲載して
いる。また苦情に対して迅速かつ適切に対応するため受
付窓口を設置、事実関係の調査の実施、改善措置、その
他必要措置を講じます。ほかにもエレベーターホール前に
意見書箱の設置や家族様が面会に来られた際などはこち
らから日頃の利用者様の状態を報告したり、世間話をす
ることで気軽に意見を出していただける環境作りを心掛け
ている。

コロナ禍の制限下において、運営推進会議への出席や面
会機会が激減しているため、電話や面会時に積極的なコ
ミュニケーションが取れるよう心がけられており、少ない機
会の中で少しでも意見等を汲み取れる機会の確保に努め
られています。家族の意向を踏まえ、外部からのインフォ
ーマルサービス導入に繋げられた事例が確認できました
。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

毎日、グループホームの全体の会議を行っておりその日
の利用者様の情報共有や意見を出してもらい話し合いを
行っている他、日頃から職員間でもコミュニケーションを大
切にし、気軽に意見を出せる環境づくりを心掛けている。

職員間の風通しの良いコミュニケーションが取れる事を大
切にされています。日々のミーティング等でも、積極的に
意見や気付きを言える雰囲気が形成されており、運営の
資質向上が意識されています。職員意見を基に、利用者
へのエステ等美容関連の拡充に繋げられた事例が確認
できました。

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

12 ○就業環境の整備

職員一人一人に合ったシフト作りを心掛けているほか、職
員の資格取得に向けた取り組みを行い、資格手当を支給
している。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み

経験に関係なく、入社時に職員一人に職員がマンツーマ
ンで指導を行っている。

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

市で開かれる勉強会に参加し意見交換等をしあって、互
いにサービス向上を図っている。

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

利用前にご本人と話をするほかアセスメントシートを利用
し生活歴の把握に努めている。また利用が始まってから
は、日常の会話以外に談話する時間をとり、馴染みの関
係が早期に築けるように努めている。

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

利用前にグループホームの見学をして頂くほかに、ご家
族のお話をお聞きし利用が始まってからも面会時などに
意見を伺うように務めている。

サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

計画作成担当者は本人やご家族に意向を伺いケアプラン
を作成し支援に努めている。

サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努め
ている
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

1日を通して無理のない範囲で食器拭きやタオル畳みな
ど職員と共に行うほか利用者様の力量に応じて折り紙や
塗り絵など行っていただいており、完成した時の喜び等を
共に分かち合っている。

職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

ご家族が面会に来られた際に職員からご本人の近況報
告等をし、ご家族と過ごす機会を設けている。

職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしながら
、共に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

ご家族やご友人などそれぞれの生活スタイルがあるので
多くの方が面会に来ていただけるように面会時間を厳しく
設けていない。現在はコロナウイルス感染拡大防止の為
、事前に電話で予約していただき15分程でお願いしている
。

面会制限が発生している中、電話による交流の拡充、テ
レビ電話の導入、ベランダ越しの面会等、利用者個々の
出来る状況も踏まえ、少しでも関係継続に繋げられるよう
努められています。感染症対策に留意しながら、馴染み
の社会資源の利用継続を可能な範囲で提供されていま
す。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

毎月の行事やレクリエーションに無理のない範囲で参加し
ていただけるように声掛けを行い一緒に楽しめるように努
めている。その他、職員が間に入りスムーズな関係が保
てるようにサポートしている。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

ご家族様や病院より相談等があればその都度、対応させ
て頂いている。

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9） ○思いや意向の把握

ケアプランを作成する前にご本人やご家族様から意向を
伺ったり、日々の生活の中で個別に談話したり意向の把
握を心掛けている。言葉で表せない利用者も多くなってき
ているので家族様や職員間で情報を共有し合い本氏が望
んでいることを家族様と一緒に検討している。併設のデイ
サービスからの入居も多いのでデイサービスのスタッフに
聞くこともある。

利用者の生活リズムを大切にし、利用者の意向や思いを
尊重できるよう配慮されています。日常の会話や、浴室で
の雑談、レクリエーションの流れ等で得られた情報を、職
員間で共有し、より利用者自身の考えや想いに寄り添っ
た支援に繋げられるよう努められています。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

24 ○これまでの暮らしの把握

ご利用の際にご本人やご家族に生活歴や今までの暮らし
ぶりを伺うほかアセスメントシート等に記録し把握に努め
ている。

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

毎日、常に見守りし検温、血圧測定、排泄、食事量の記
録することで体調の変化に留意し、現状の把握に努めて
いる。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

ご本人やご家族からの意向を伺うと共に、ミーティングの
際に職員からも意見を出してもらうほか毎日記録してもら
う、業務日誌、ミーティングノート、支援経過を参考に介護
計画を作成している。必要に応じて医師や看護師の意見
も聞いて計画に反映しています。

ミーティングを基本に複数職員からの意見や報告を踏ま
え、次の介護計画の策定へと繋げられています。必用に
応じた、専門職や他職種からの意見等も踏まえた、計画
作成に取り組まれています。

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映

毎日のケア記録や支援経過へ記録するほか業務日誌へ
も記載し情報の共有を図っている。またモニタリングも毎
月行いケアプランの見直しにも役立てている。

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

ご本人やご家族と話し合い、その時々に生まれるニーズ、
意向に沿えるように心掛けている。

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

現在はコロナウイルス感染拡大防止の為、地域の方との
関わりがほとんどないが少し落ち着けば以前のように年
間を通してボランティアの方等に参加していただき協力を
得たいと思っている。

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

ご本人及び家族の意向で在宅医療（みつばクリニック）と
連携をとり診察を受けている。入居時に希望のかかりつ
け医を聞いており、これまでのかかりつけ医を継続してい
る利用者様もいます。ホームの協力医は月に2回往診が
あり、緊急時等24時間連絡可能な体制です。必要時は訪
問も可能です。協力医以外への受診は基本的に家族対
応ですが受診が難しい場合はホームで支援しています。
また希望があれば歯科往診、訪問鍼灸マッサージも受け
ていただいている。

かかりつけ医は、利用者家族の意向での選択決定が行
われています。毎週看護師による看護師による健康確認
が行われ、必用に応じた受診や処置へと繋げられていま
す。提携医療機関では、2週間に1回の往診があり、緊急
時には夜間等も対応可能な体制が確保されています。希
望する利用者には、利用者の希望する頻度で、歯科医師
の往診も行われています。

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31 ○看護職との協働

毎週一度は担当看護職員と担当職員が利用者全員の状
態の申し送りをし何か変化があればすぐに担当看護職員
またはかかりつけ医に連絡し指示を仰いだり、診察を受け
れる体制をとっている。

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

入院した際には入院先の病院関係者ｔ情報交換を行い、
相談があれば施設職員と病院関係者、ご家族を交えて話
し合いの場を設けている。

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて
病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

入居時に看取りの指針について説明しホームでの看取り
が可能なことを説明している。少しでも状態が悪化した場
合は早めの段階でご家族様の意向を再確認し看護師の
頻回な訪問体制を整え看取り支援を行っている。職員は
支援経過に状態を記入し全職員が把握し毎日の会議で
情報共有するように努めている。

終末期に向けた指針が定められており、利用者・家族に
説明同意が得られています。看取り対応が行われており
、終末期と判断された場合は、利用者の意向を尊重し家
族の意見も踏まえながら医師との話し合いが行われ、支
援計画の策定が行われています。

重度化や終末期に向けた意
向・思いを、入居時から継続
的に把握・更新されていくと、
さらなる支援の質の向上に繋
がるかと思われます。

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

入社時にマニュアルを配り口頭にて説明しながら確認を
行っている。年2回の消防訓練後の会議でも消防訓練の
話し合いプラス急変時、事故発生時の対応の再確認を行
っている。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 （13）○災害対策

自衛消防訓練実施計画書 を基に年に2回昼夜を想定し避
難訓練を行っている。訓練後は職員で会議を行い利用者
の状態も含めて情報共有を行っている。

夜間想定も含めた訓練が実施されています。備蓄品は、
飲料水・食料が10日分、消耗品類は5日分を基本に整備
されています。事業継続計画の策定と体系づけた、災害
関連マニュアル等の整備拡充に取り組まれています。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 (14) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

常に笑顔で言葉がけするように心掛けている他、言葉が
けの声のトーンにも配慮している。呼び方は本人の希望
の呼び方を家族様の了解を得て呼ぶこともあります。

利用者の尊厳を尊重し、言葉がけや動作によって、損ね
ることがないように努められています。職員間の相互チェ
ックによる資質の確保、不適切に繋がる可能性のある言
動の排除が心がけられています。利用者相互間のプライ
バシー侵害に繋がる事が無いよう、利用者同士の関係性
や居室周辺での移動・動作にも配慮されています。

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

選択できる方には入浴時の着替えを自身で選択していた
だいたり自身で用意してもらったりしている。選択がある
場面では常に本人に伺い、自己決定できる機会を設けて
いる。

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

基本的な1日の流れはあるが、その都度、個々に応じたレ
クリエーションや余暇の過ごし方を支援するようにしてい
る。

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

ご本人の希望に沿ってカットをお願いしている。カットのみ
の対応になるので毛染めやパーマを希望の方は家族様
の協力を得て以前利用していた美容院等に行かれる。

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 (15) ○食事を楽しむことのできる支援

一人一人の力量に応じて無理のない範囲で食器拭きなど
を職員と一緒に手伝っていただいている。利用者さんが水
やりし育ったきゅうりやトマトなどホーム内で育てた野菜が
食卓に出ることもある。イベント時のおやつや誕生日ケー
キ作り等、少しできることは一緒にお願いしている。毎月
の、お寿司の日を楽しみにしている利用者もいる。

コロナ禍の制限下において、外出機会等が減少している
事から、食への楽しみが拡充できるよう配慮されています
。見た目に美味しい、食べて美味しい、メニューが嬉しい、
を大切にした食事提供が出来るよう努められています。利
用者と共におやつを作ったり、行事食やイベント食の拡充
で、食への楽しみが飽きることのないよう心がけられてい
ます。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

個々の摂取量を毎食チェックし記録している。また詰めや
すい等、上手く摂取できない方に関しては食事形態をか
えて提供している。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

個々の生活習慣がある為、全員が毎食後に口腔ケアを行
っているわけではないが、夕食後は全員が歯磨きできる
ように声掛け、または介助を行い義歯の方は預かり清掃
後ポリデントにつけている。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

43 (16) ○排泄の自立支援

排泄チェック表で利用者の排泄を記録することで排泄パタ
ーンを把握し、排泄の声掛けやトイレ誘導を行い、極力ト
イレでの排泄ができるように支援している。日中はできる
だけリハパン、パットでトイレ誘導を行い夜間のみオムツ
を使用している。排泄記録からパターンを把握し一人一人
のタイミングで誘導している。

排泄自立の低下防止に、可能な範囲でオムツを利用する
時間を減らし、トイレでの排泄が継続できるよう配慮され
ています。自尊心や尊厳を損なわないよう、誘導のタイミ
ングや声かけに留意した、排泄支援に努められています
。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

毎日ラジオ体操など運動を取り入れたりヨーグルトや牛乳
、その他、水分を取っていただくようにしている 。便秘の方
に関しては医師の指示に従い下剤で調整している。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 (17) ○入浴を楽しむことができる支援

ある程度、入浴時間はや曜日は決めてはいるが、入浴前
に入浴の有無を伺ってから入浴していただいている。気分
に沿わないときは入浴日の変更も可能である。その他、
便失禁等があればその都度、入浴を行う。

週3回の予定入浴が基本ですが、利用者の体調や意向を
踏まえ、可能な範囲で、利用者の希望に沿った入浴支援
の提供が出来るよう努められています。脱衣には、利用
者個々に必要なプライバシー空間の確保が行われており
、羞恥心等に配慮されています。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

就寝時間の規定はしておらず眠れないときは職員が話し
相手になったり、飲み物などを提供したりしている。

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している
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令和４年度　グループホーム・ミズナス（海側）

自
己

外
部 項　　目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47 ○服薬支援

医師や薬剤師から説明や指導を受けており、誤薬防止の
為、薬入れの工夫を行い、服用時は名前の確認と服薬し
たことの確認を必ず行い記録している。

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

48 ○役割、楽しみごとの支援

一人一人の好きなことや得意とすることを生かして家事の
お手伝いなどを行っていただいている。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 (18) ○日常的な外出支援

現在はコロナウイルス感染拡大防止の為、外出、外泊は
難しくなっているが落ち着けば以前のように職員同行で施
設周辺の散歩を行ったりご家族様と外出、外泊もしていた
だく。気候のいい日はベランダに出て日光浴なども行って
いた。

コロナ禍の制限下において、従前のような外出が困難な
状況ですが、近隣の社会資源利用やベランダを活用した
外気に触れる機会の確保等、出来る範囲での取組に努
められています。制限解除に伴い、可能な範囲での外出
再開に向け配慮されています。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。又
、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

小銭を持たれ自己管理されている方もおられるがその反
面、お金を持つことで不穏になられる方や預かってもらう
方が安心されるされる方もおられるので一人一人に合わ
せた対応を行っている。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援

年賀状のはがきを出したりご家族からの手紙などをいた
だいて大事にされている。また電話の取次ぎも行ってお話
して頂いている。携帯を持っている方もいるが自身でかけ
る事が難しくなってきているので決まった時間に職員が取
り次いでいる。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり
、手紙のやり取りができるように支援をして
いる

52 (19) ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間では照明は不快や混乱等をまねかないように
配慮した明るさ、色合いのものを選び広い空間でも対応で
きる大型の空調システムを完備、冬場は大型の加湿器を
設置しさりげなく音響も流している。食堂のテーブルや館
内の壁などには利用者と一緒に作成した季節の飾りをし
、ホーム内のいたる所で安心して過ごして頂ける空間がで
きるよう椅子をたくさん設置している。

高い天井が広々とした空間を醸し出しており、開放感をも
った空間が確保されています。複数のソファや椅子等、利
用者個々がすごしやすい場所・空間の確保が行えるよう
配慮されています。手作りの大型カレンダーを掲示し、表
示を日々入れ替える事で、時間感覚・季節感覚の維持に
繋がるよう心がけられています。季節の装飾品を掲示・配
置することで、季節感の喪失に繋がらないよう努められて
います。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

食堂や談話室以外にもホーム内のいたる所に椅子やテ
ーブルを置くなどしてゆったりと過ごせる空間を設けてい
る。

共用空間の中で、独りになれたり、気の合
った利用者同士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

54 (20) ○居心地よく過ごせる居室の配慮

ご利用の際い馴染みの家具などの持ち込みをお願いし、
持参していただいている。また大型の家具等、運搬が困
難な際は運搬のお手伝いを行っている。入居時に冊子の
中から壁紙と床を選んでいただき変更する。

利用者がすごしやすい雰囲気を醸し出すため、利用者個
々の嗜好・意向に沿った壁紙・床の選択が行われていま
す。利用者自身が思い思いの家具や什器が持ち込まれ
ており、思い出の品や馴染みのある品等が導入されてい
ます。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

転倒防止の為、段差がない床にし、また各所に手すりや
呼び出しボタンを設置して安心で安全な環境づくりに努め
ている。

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している
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